
2020 年度第 4 回防災委員会議事録 

日 時 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴い、2021 年 2 月 3 日を提出

期限として、書面開催・書面表決により開催 

〔開催予定： 2021 年 1 月３1 日（日） 10 時～12 時〕 

場 所 書面開催・書面表決 

 藤岡（委員長）、瀬尾（副委員長）、奥田（副委員長）、中川、馬場、 

出席者 坂井、川原、古橋、森永、坂下、山地、石丸、原、勝久、小川 

 （書面表決書非提出者：乗松、新原、大島、太田、森山） 

 

１．2020 年度防災訓練（全戸安否確認訓練、避難所運営ゲーム）の振り返り 

 (1) 全戸安否確認訓練に関して 

  以下のとおり、工夫した点や課題等の報告がありました。 

  ■事前にマンション内（管理組合、シニア、自治会）での打ち合わせができたことで、当日、

スムーズに行えた。チラシやポスターで周知活動できたが、100％には程遠い現実。反応の

ない住戸へのフォローもできればと思いました。 

  ■３－３は、全戸はやめて、民生委員さんの関係の人のところへの訪問だけになりました。

私や近所の人などは、「無事です」マークを貼ろうな、と言って、独自にやりました。 

  ■安否確認の前に外出等で参加できない場合は、届け書を提出してもいました。また、安否

確認に際し A.無事ですシート B.チャイム・声掛けにより、長期不在者を含め全体像が分か

り、居住者の防災意識をつかめたのが収穫でした。毎年継続したいです。 

  ■管理組合の防災委員ではない、安否確認協力者に対しすら協力要請が不十分であったため、

訓練当日に安否確認協力者が訓練参加しなかった棟がありました。今後は平時のコミュニ

ケーションを強化する必要性があると感じました。 

  ■ローレルコートでは、あらかじめ割り当て表を作成し、管理組合と自治会が協力して安否

確認を行った。また館内放送を利用したところ、放送が届く棟の確認率は高かった。 

  ■限られた日時や個人情報の中で精一杯だったと考えております。 

  ■UR としては例年７月に防災訓練、11 月に地域の防災訓練と連携して、民生・自治会にて

要支援者主体にて安否確認訓練を実施（本年度７月はコロナにて中止）。11 月 14 日は高

層棟建替え（380 戸）完了後の引越し等にて訪問対象者は限られましたが、無事完了。今

後とも福祉（民生）と連携強化します。（要支援者約 70 名） 

  ■前年度実施した内容をうまく引き継いで頂いていました。 

  ■自分のマンションに関して、当日の状況等不明です。 

  ■今年度は訓練の実施はできなかったが、高齢者も多く、在宅避難を前提とした全戸安否確

認訓練が必要。 

  ■事前に安否確認訓練への不参加を書面にて提出してもらい、不参加家族を把握していた為

に、スムーズに訓練が出来たと思います。 

  ■役員を含め、なぜこれをするのかがわかっていなかい（啓蒙が足りませんでした）ため、

形式だけで終わってしましました。 

  ■年々進化している。継続可。 



  ＜防災委員長からのコメント＞ 

  防災委員の皆様のご協力により、「無事ですシール」を活用した安否確認が次第

に定着してきました。今後とも、未実施のマンション／団地での体制整備を進め

ていきたいと思います。 

  地震発生時に「無事ですシール」を確実に表示して貰うためには、その目的や意

義を、訓練を通じて地道に、お住まいの皆様方に理解していただくことが重要で

あると思います。防災委員会としては、引き続き、「無事ですシール」による安否

確認の必要性や意義への理解を深めていただけるよう啓発を進めていきたいと

思います。 

  また、各防災委員におかれましては、次年度の役員への引継ぎをよろしくお願い

します。また、他のマンション／団地で工夫した点なども参考に、進化していけ

るようお願いします。 

 (2) 避難所運営ゲームについて 

  以下のとおり、感想が寄せられました。 

  ■当日、委員会欠席のため、未経験です。今後、自治会などでの活動に取り入れていければ

良いなと思いました。 

  ■あの時は真剣にやりましたが、だんだんと物忘れもしてきて、どんなことをやったのか忘

れました。 

  ■東町地域においては全く実態にそぐわず、また、受付担当者がいろんな問い合わせ、要望

に対して的確に対応できるのか、人員の確保も含め疑問です。それと、大災害時には防災

委員も各自のマンションの対応に追われるとおもいますが… 

  ■仮想体験であっても、実際を想定して思考をめぐらすことで、起こり得る事象に対する備

えへの意識が高まり非常に有用でした。 

  ■色々な困りごとの実例が示されておりわかりやすかった。中学生や高校生にプレイしても

らって、そこから各家庭へ問題意識が伝搬することも期待できると思った。 

  ■実戦練習等が出来るはずが無い中で、よく見つけてきて下さったと感謝しております。大

変有意義でした。 

  ■面識・交流も少ない委員（４名）とのゲームを通じて自己紹介もかねた顔あわせにて、連

携を深められたのは良い。要望として、各チーム毎に避難所内の区分について基本的な考

え・方針（高齢者、乳幼児の家族、基礎疾患のある方、コロナ対応、救護室、ペットの対応

など）について発表があれば参考になったのでは…（マニュアル作成に向け） 

  ■今回は撮影に専念していたので、次回は参加してみたい。 

  ■今回は撮影で参加したので、次はゲームに参加してみたいと思います。 

  ■ゲームを楽しみながら、想定していなかった状況が多々あることを勉強しました。 

  ■今年度は、特に新型コロナウイルス（３密）も関係で、通路等のレイアウトが難しかった。 

  ■防災委員の方たちは、真剣に実際にあった時を考え、とり組まれていたので、もしもの時

のために校内をもっと知っておきたいと思いました。 

  ■可。 

  ＜防災委員長からのコメント＞ 

  避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の内容に関しては、確かにマンション／団地ばかり

の東町の実態とは合わない面もあります。 

  しかしながら、災害発生時にどのような問題が生じるか、避難所を開設した場合



にどのような課題があり、どのような運営をしたらよいのか、という点を体験で

きるという優れた側面もあります。 

  避難所が開設されたときには、避難者が主体になり運営することが必要になりま

す。また、在宅避難者については、各マンション／団地単位で支援していくこと

が必要になります。 

  今後とも、防災委員だけでなく、東町の住民（できれば中学生以上）にも参加し

ていただき、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を体験する機会を設けていくようにし

たいと思います。 

２．防災マニュアルについて 

  「防災マニュアルの作成にあたって」に記載の考え方について、賛同するか／し

ないかは、以下の通りでした。 

  ・賛同する  ‥‥ １５名 

  ・賛同しない ‥‥  ０名 

  ・保留    ‥‥  ０名 

  また、次の資料を読んでいただいた上で、以下のような意見が寄せられました。 

  （資料） 

  ・防災マニュアルの作成にあたって 

  ・新しい生活様式のマンション防災対策（釜石 徹氏の講演資料） 

  ・逃げずに留まる「在宅避難」完全ガイド マンション防災の新常識（チラシ） 

  ・標準・マンション防災スマートシート（釜石 徹氏作成） 

  （意見） 

  ■在宅避難を現実的に捉え、意識して、日常に取り組んでいけたらと思います。 

  ■各自治会などで、少人数であっても、何度も防災訓練することが大事と思います。各マン

ションの階段やロビーなどに消火器があっても使い方がわからない人が今でも多いです。

老人会や街角広場、各クラブ等でやったらいいと思う。防災主催の水消火器も大事な注意

が必要と思います。 

   豊中市が高齢者一人くらしの所へやっている安心キットをお知らせします。福祉の中村さ

んに聞き、市に連絡すると、「いいことはどんどんまねして下さい。」と云われたので、あ

ちこちに教えています。 

  ■非常に参考になりました。東町地域での避難所は①災害時においては情報発信の中継地と

しての役割りを②中・重傷者のケア③各マンションで用意しづらい資機材（担架など）の

貸付④市の関係部署と緊密に連絡し、救援物資などの配分をスムーズに、等をより重視す

る必要があるかと。 

  ■新千里東町の住宅事情や居住されている方々の現状を踏まえた考え方であると感じました。 

  ■予期せぬ新型肺炎が流行する中で活動が制約されて大変だったとお見受けします。感謝申

し上げます。 

  ■要望 

   ●2017.1 防災委員会作製     ＋ 2017.3.10 協議会  ＋ コロナ対策 

    （防災マニュアル）案、協議会提案  （編集途中サンプル版） 

    ＝ すみやかに早めの作製を 



   ●自助（共助） 各自治会、管理組合にて「防災マニュアル」作成 

           内容とし３日分の在庫、一時的に避難する場所、安否確認への対応など 

   ●共助（公助） 防災委員会「防災マニュアル」作成 

           避難所開設、役割分担、受け入れ体制（避難者、救援物資、医療班等な

ど）の対応など 

  ■まずは、ファーストステップとして、「自宅が避難所」という意識付け→実践をよろしくお

願い致します。 

  ■マンション防災対策の⑤⑥をもう一度意識しようと思いました。 

  ■参考資料（別添＝マンション防災スマートシートの一部修正案、長期在宅避難のノウハウ

＜在宅避難時の食事、飲料水の確保方法、災害時のトイレ処理＞に関するご提言） 

  ■防災マニュアル作成には、役員の複数年継続（もしくは別途選任）が必要かもしれません

が、単年で交代することにより、より多くの方が自分のこととして考えてくれるようにな

るメリットもあると思います。 

  ■理解しやすい。 

  ＜防災委員長からのコメント＞ 

  防災マニュアルは災害発生に備えた／災害時の防災委員会の活動の基本となる

手順書になりますので、ご承認いただいた考え方に沿って、作成を進めていくこ

ととします。 

３．2021 年度の活動計画・予算計画（案）及び防災訓練の開催日程について 

  2020 年度活動報告・決算報告及び 2021 年度活動計画・予算計画（案）につい

て、承認する／承認しないは、以下のとおりでした。 

  ・承認する  ‥‥ １４人 

  ・承認しない ‥‥  ０人 

  ・無回答   ‥‥  １人 

  また、2020 年度活動報告・決算報告及び 2021 年度活動計画・予算計画（案）

に対して、以下のような意見がありました。 

  ■提議された事項の全てに承認と賛同します。 

  ■要望 

   ①「防災マニュアル」の予算計上を……（まず優先的に） 

    （防災マップは、毎年、日本特殊地図協会発行、豊中詳細図（0082 新千里東町一、二、

三丁目）全戸配布（避難所、行政連絡 TEL 有） 

   ②自治会のないマンションは管理組合より２名（例えば、１名留任し、１名新任）へ要請 

    福祉（民生）の代表者も防災委員会参加へ。 

  ■無事ですステッカーを活用した全戸安否確認を是非とも未実行のマンション、団地にひろ

める働きかけをお願いします。 

  ■賞味期限切れとなる保存食と保存水の活用方法は何かありませんか。 

  ■特になし。 

  ＜防災委員長からのコメント＞ 

  2020 年度活動報告・決算報告及び 2021 年度活動計画・予算計画（案）につい

ては、ご承認いただいた内容で理事会に提案します。理事会の承認が得られれば、



５月の定期総会に提案します。 

  なお、要望にあります「防災マニュアル」の予算計上に関しては、来年度、防災

マニュアル策定を進め、理事会承認後に印刷・配布の予算化を行いたいと考えて

います。 

４．その他 

  2021 年度の第１回防災委員会は、5 月 23 日（日）10 時から、東町会館で開催

する予定です。 

  来年度の防災委員への引継ぎを、よろしくお願いします。 

  また、可能な方は、来年度も防災委員を継続していただければ幸いです。 

 


